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調査の概要（案）

１ 調査の目的
北海道における難聴児への支援体制を検討するに当たり、難聴児の保護者及び支援に携わる職員の意見を

把握するため実施する。

２ 調査対象者
道内（指定都市・中核市を含む。）の難聴児の保護者及び調査対象施設において難聴児支援に携わってい

る職員（18歳までの難聴児の関係者を中心とするが、過去に携わっていた職員等も含める。）

３ 調査対象施設
児童発達支援センター、児童発達支援事業所、放課後等デイサービス、聾学校（乳幼児相談室に限る。）、
保育所、認定こども園

４ 調査方法 ※北海道のHPにも様式と併せて掲載し、周知する。
・保護者：３の調査対象施設や市町村障がい福祉主管課及び子ども関係課、小・中学校（義務教育学校を含

む。）、高校、特別支援学校を通じ、アンケート調査について周知する。
・職 員：３の調査対象施設を通じ、アンケート調査について周知する。

５ 回答方法
保護者・職員がWebから直接回答又はメール・FAX提出
※保護者調査票については、複数の難聴児を育てている場合、お子さんごとに回答いただく。
基本的に全質問任意回答とする（例外：その他を選択した場合は、その他の内容の記入は必須とする。）。

※職員調査票については、複数の難聴児の支援に携わった場合、まとめて回答いただく。

６ 調査期間
令和７年（2025年）１月上旬～２月上旬（１か月間）※冬季休業期間を考慮し、調査期間は適宜延長。
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